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東
京
圏
か
ら
大
崎
市
に
移
住
し

た
人
に
対
し
、「
移
住
支
援
金
」「
起

業
支
援
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

移
住
相
談
窓
口
「
宮
城
お
お
さ

き
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー 

c
u

：

r
u
s
（
く
ー
ら
す
）
」
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
移
住
支
援
金
と
は

　
東
京
23
区（
直
近
5
年
以
上
在
住

ま
た
は
通
勤
）
か
ら
市
に
移
住
し
、

宮
城
県
が
選
定
し
た
中
小
企
業
な

ど
に
就
業
し
た
人
、
ま
た
は「
起
業

支
援
金
」の
交
付
決
定
を
受
け
た
人

に
対
し
て
、世
帯
移
住
で
1
0
0
万

円
、単
身
移
住
で
60
万
円
を
支
給

 

宮
城
お
お
さ
き
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー 

c
u

：

r
u
s（
く
ー
ら
す
）　



4
4
9
3

「
移
住
支
援
金
」「
起
業
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す

 

財
政
課
入
札
契
約
担
当　



5
1
7
7

令
和
2
年
度
大
崎
市
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

　
令
和
2
年
度
に
大
崎
市
が
発
注

す
る
工
事
、
ま
た
は
製
造
の
請
負

契
約
、
物
品
調
達
な
ど
の
契
約
お

よ
び
設
計
・
測
量
・
調
査
な
ど
の
委

託
契
約
に
か
か
る
競
争
入
札
へ
の

参
加
に
は
、
入
札
参
加
資
格
の
登

録
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
登
録
を
受
け
る
と
、
水
道

事
業
、
病
院
事
業
お
よ
び
大
崎
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
が
発
注
す

る
入
札
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

現
在
未
登
録
で
、
登
録
を
希
望

す
る
場
合
は
、
入
札
参
加
業
者
登

録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

す
で
に
登
録
し
て
い
て
も
、
業

務
、
業
種
、
部
門
を
追
加
す
る
場
合

は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
期
間

　

12
月
18
日

～
令
和
2
年
1
月

15
日


※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
除
き
ま
す
。

■
場
所

　

財
政
課
入
札
契
約
担
当
（
市
役

所
東
庁
舎
3
階
）

■
申
込

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w

w
.c

ity
.o

s
a
k
i.m

iy
a
g
i.jp

/

in
d

e
x

.c
fm

/
8
,9

9
0
,1

9
,h

tm
l

）

か
ら
申
請
様
式
な
ど
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
請
書
類
一
式
を
財

政
課
へ
郵
送
す
る
か
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
令
和
2

年
1
月
15
日
必
着
）

※
登
録
通
知
書
の
送
付
用
と
し

て
、
84
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
理

票
は
発
行
し
ま
せ
ん
が
、
希
望

す
る
場
合
は
、
返
信
用
は
が
き

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

令
和
2
～
4
年
度
小
規
模
工
事

等
契
約
希
望
者
登
録
申
請
は
、
令

和
2
年
2
月
上
旬
か
ら
受
け
付
け

予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
「
広
報
お
お
さ
き
令

和
2
年
1
月
号
」
に
掲
載
予
定
で

す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で

は
、
教
育
課
程
の
編
成
を
見
直

し
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
づ
く

り
を
進
め
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の

「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
確
か
な
学

力
を
培
う
幼
稚
園
・
学
校
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
令
和
2
年
度
（
令

和
2
年
4
月
）
か
ら
2
学
期
制
を

導
入
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
夏
季
休
業
期
間
を
短

縮
し
、
秋
季
休
業
日
を
新
設
し
ま

す
。

2
学
期
制
導
入
の
目
的

▼

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る

授
業
時
数
の
増
加
や
、
予
期
せ

ぬ
自
然
災
害
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
の
臨
時
休
業
な
ど
へ
柔
軟

に
対
応
し
ま
す
。

▼

児
童
生
徒
の
基
礎
的
・
基
本
的

な
学
力
の
定
着
を
図
る
た
め

に
必
要
な
授
業
時
数
を
確
保

し
ま
す
。

▼

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
望
ま

し
い
指
導
・
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
先
生
と
児
童
生
徒
が
ふ
れ

あ
え
る
時
間
を
増
や
し
ま
す
。

 

学
校
教
育
課
学
事
担
当　



5
0
3
3

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
、2
学
期
制
導
入
と
夏
季
休
業
期
間
短
縮
を
実
施

し
ま
す

 

農
林
振
興
課
農
業
経
営
・
水
田
農
業
担
当　



7
0
9
0

農
産
加
工
施
設
な
ど
の
整
備
費
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い

　
冬
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結

や
破
損
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
早
め
に
水
道
管
の
保
温
や

水
抜
き
装
置
の
点
検
な
ど
を
実
施

し
、
被
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
修
理
や
工
事
が
必

要
な
場
合
は
、
市
の
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
指
定
業
者
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.

c
ity

.o
s
a
k
i.m

iy
a
g
i.jp

/in
d
e
x

.

c
fm

/1
7
,6

5
7
,6

4
,h

tm
l

）
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
注
意
事
項


気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
の
凍

結
・
破
損
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
水
抜
き
栓
を
利
用
し
、
完

全
に
水
道
管
か
ら
水
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。


水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
、
日
陰
や
風
当
た

り
の
強
い
場
所
な
ど
は
、
保
温

材
を
使
用
し
、
防
寒
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。


水
道
管
や
蛇
口
が
凍
結
し
た
場

合
、
修
理
費
用
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の

除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
冬
の
あ
い
だ
、
積
雪
に
よ
り
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
す
。
正

確
な
使
用
水
量
の
確
認
、
漏
水
の

早
期
発
見
の
た
め
、
検
針
が
で
き

る
よ
う
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
除
雪
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
検
針
期
間
は
特
別
な
事

情
が
な
い
限
り
、
毎
月
6
日
か
ら

13
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
漏
水
修
繕
や
契
約
変
更
、
料
金

な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

0
1
2
0
（
3
6
6
）
1
7
1

所
在
地　

　

古
川
台
町
9
―

20　

リ
オ
ー
ネ

ふ
る
か
わ
1
階　

 

水
道
部
管
理
課
給
水
係　



1
1
1
2

冬
期
間
の
水
道
管
・
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
管

理
を
お
願
い
し
ま
す

2
学
期
制
導
入
後
の
学
期
の
区
切

り
・
休
業
日

■
学
期

第
1
学
期　

　

4
月
1
日
～
10
月
の
第
2
月
曜

日第
2
学
期　

　

10
月
の
第
2
月
曜
日
の
翌
日
～

3
月
31
日

■
休
業
日

学
年
始
休
業
日　

　

4
月
1
日
～
4
月
7
日
（
従
来

ど
お
り
）

夏
季
休
業
日　

　

7
月
21
日
～
8
月
22
日
（
3
日

間
短
縮
）

秋
季
休
業
日　

　

10
月
の
第
2
月
曜
日
の
翌
日

（
新
設
）

冬
季
休
業
日　

　

12
月
24
日
～
1
月
7
日
（
従
来

ど
お
り
）

学
年
末
休
業
日　

　

3
月
25
日
～
3
月
31
日
（
従
来

ど
お
り
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
関
係

で
、
実
際
の
休
業
期
間
は
年
度

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

2
学
期
制

月別

3
学
期
制

学
年
始
休
業
日

学
年
始
休
業
日

学
年
末
休
業
日

学
年
末
休
業
日

夏
季
休
業
日

始
業
式

令
和
2
年

3
月
ま
で

令
和
2
年

4
月
か
ら

始
業
式

終
業
式

終
業
式

修
了
式

修
了
式

終
業
式

始
業
式

始
業
式

始
業
式

冬
季
休
業
日

冬
季
休
業
日

秋
季
休
業
日

夏
季
休
業
日

1学期

1学期 2学期

2学期 3学期

■ 2学期制導入による学校の1年間の流れ

　

市
内
で
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事

業
を
創
出
す
る
た
め
、
市
内
の
農

業
者
が
行
う
農
産
加
工
施
設
や
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
整
備

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
す

る
場
合
、
当
事
業
の
補
助
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
い
要
件
な
ど

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
2
日

～
令
和

2
年
1
月
31
日

ま
で

受
付
場
所　

農
林
振
興
課
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
農
林
担
当

対
象
者　

認
定
農
業
者
、
認
定
新

規
就
農
者
、
農
業
法
人
、
農
林
業
者

3
戸
以
上
で
構
成
す
る
団
体
組

織補
助
対
象
経
費　

食
品
農
産
加
工

施
設
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

改
修
や
整
備
に
要
す
る
経
費
、
製

造
や
製
品
に
関
係
す
る
機
械
な
ど

を
導
入
す
る
た
め
の
経
費

※
事
務
用
備
品
や
冷
暖
房
設
備
の

経
費
は
対
象
外
で
す
。

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
2
分

の
1
以
内

補
助
金
上
限
額　

農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
施
設
整
備

：

５
０
０
万

円
、
施
設
整
備
以
外
の
経
費

：

１
５
０
万
円

申
込　

農
林
振
興
課
（
市
役
所
東

庁
舎
2
階
）
ま
た
は
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添

付
書
類
を
添
え
て
提
出

■
起
業
支
援
金
と
は

　

東
京
圏
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
）
内
に
在
住
の
人

が
、
市
で
起
業
し
た
場
合
、
最
大

2
0
0
万
円
を
支
給

※
「
移
住
支
援
金
」
と
「
起
業
支
援

金
」
を
合
わ
せ
て
最
大
３
０
０
万

円
の
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

 


